
評価項目の設定に際しては、業務の目的や内容、特性に沿って詳細な項目・

基準・配点とすること。 

 

評価項目 評価の視点 配点基準 配点 

保証内容  

保証範囲の設定の適切さ 保証対象の範囲は適切か １０ 

保証期間・保証限度額設

定の利便性の高さ 

請求の考え方、保証限度額設定の

プラン選択制など自由度はあるか 
１０ 

独自性の高い保証内容 
未収金を減少させる仕組みの提案

などあるか 
１０ 

業務実施

体制等 

代位弁財請求方法の適

切さ 

請求事務の病院側の負担、個人情

報におけるセキュリティへの配慮

はされているか 

２０ 

事業者の体制の適切さ 
担当者、責任者、問い合わせ窓口は

明確か 
２０ 

督促体制の適切さ 
専門部署の設置、契約患者への対

応等は適切か  
４０ 

制度の安全・安定性の適

切さ 

制度継続の安定性、不測の事態へ

の対応などに配慮されているか。 
２０ 

財務の健

全性 
代位弁済能力 代位弁済能力が十分にあるか ２０ 

契約実績 他院での契約状況 
令和７年７月１日時点での契約実

績について評価する 
４０ 

保証料の

仕組み 

保証料の仕組みの適切

さ 
保証料の計算の仕組みは明確か １０ 

合計 ２００ 

 


